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【担当課】 

第１章 人と自然との共生の確保  

３．森・里・川・海の保全と活用 

⑴ 森・里・川・海の保全 

 ⑨ 河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境等の保全・創出する「多自然川づくり」の

推進

 ⑴ 事業目的 

 平成９年に河川法が改正され、河川法の目的に「河川環境の整備と保全」が位置づけられました。

また、平成18 年には、１．河川全体の自然の営みを視野に入れ、２．地域の暮らしや歴史・文化と

結びつきのある、３．河川管理全般を見据えた多自然川づくりという３つの事項を踏まえた提言「多

自然川づくりへの展開」を基に「多自然川づくり基本指針」が定められ、「多自然川づくり」が全て

の河川における川づくりの基本となりました。 

⑵ 取組状況 

 本県では、個別箇所の局所的な視点ではなく河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや

歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境、並びに多様な

河川風景を保全あるいは創出するために河川管理を行う「多自然川づくり」を推進しています。 

所属名 問い合わせ先 

（主）河川課 0852-22-5647 


